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昨
今
の
気
候
変
動
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
農
業
分
野

で
は
、
露
地
栽
培
に
比
べ
て
安
定
し
た
品
質
と
生
産
性

を
確
保
で
き
る
温
室
（
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
）
栽
培
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
栽
培
に
お
い
て
は
、

室
温
や
湿
度
の
管
理
が
重
要
で
、
少
し
の
変
化
で
作
物

の
収
量
や
品
質
に
影
響
が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
と
き
、
四
国
総
合
研
究
所
の
研
究
員
が
ハ
ウ
ス

内
の
状
態
を
簡
易
な
セ
ン
サ
で
計
測
し
て
い
る
の
を
見

た
農
家
の
方
が
、「
こ
ん
な
風
に
デ
ー
タ
を
取
れ
れ
ば

う
ち
も
助
か
る
の
に
」と
画
面
を
の
ぞ
き
込
ん
で
思
わ
ず

漏
ら
し
た
そ
の
ひ
と
言
が
「
ハ
ッ
ピ
ィ
・
マ
イ
ン
ダ
ー
」

誕
生
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。「
も
と
も
と
農
業

分
野
の
研
究
や
製
品
開
発
に
携
わ
っ
て
い
た
当
社
だ
か

ら
こ
そ
、
農
家
の
方
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
同
研
究
所
の
山
本

敬
司
副
主
席
研
究
員
。

　

ハ
ッ
ピ
ィ
・
マ
イ
ン
ダ
ー
で
測
定
で
き
る
デ
ー
タ
は
、

室
温
、
湿
度
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
、
日
射
強
度
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、
ハ
ウ
ス
内
の
状
況
が
手
に
取
る
よ
う
に

分
か
り
ま
す
。
小
さ
な
箱
型
の
セ
ン
サ
本
体
を
支
柱
に

つ
る
す
だ
け
で
簡
単
に
設
置
で
き
る
こ
と
や
、
測
定
し

た
デ
ー
タ
が
グ
ラ
フ
化
さ
れ
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
手
軽
さ
も
魅

力
で
す
。
平
成
25
年
の
発
売
直
後
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
、
同
年
、
高
知
県
が
推
進
す
る
「
こ
う
ち
新
施
設
園

芸
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
採
用
さ
れ
ま

し
た
。

　

実
は
、
開
発
期
間
は
わ
ず
か
半
年
。
同
研
究
所
が
す

で
に
開
発
し
て
い
た
「open A

T
O
M
S

」
と
呼
ば
れ

る
無
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
技
術
を
応
用
す
る

こ
と
で
、短
期
間
で
の
製
品
化
を
実
現
で
き
た
の
で
す
。

ま
た
、
何
度
も
農
家
の
方
々
の
も
と
に
足
を
運
び
、
機

能
面
、
操
作
面
で
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
た
こ

と
が
、「
使
い
や
す
い
」
と
評
価
さ
れ
る
実
用
性
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

高
知
県
内
で
25
年
間
に
わ
た
り
ピ
ー
マ
ン
を
栽
培
し

て
い
る
農
家
の
山
本
康
弘
さ
ん
は
、
発
売
直
後
か
ら

「
ハ
ッ
ピ
ィ
・
マ
イ
ン
ダ
ー
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
セ
ン
サ
は
精
度
が
低
く
、
室
温
の
管
理
に
苦
労

し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、「
適
切
に
温
度
管
理
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
お
か
げ
で
、
暖
房
用
光
熱
費
の
節
約

も
で
き
ま
し
た
」
と
導
入
効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ッ
ピ
ィ
・
マ
イ
ン
ダ
ー
に
は
、
暖
房
機
器
の

故
障
な
ど
を
警
告
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
る
機
能
も
あ
り
、

「
異
常
が
あ
れ
ば
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
、

負
担
の
大
き
か
っ
た
夜
中
や
早
朝
の
見
回
り
も
不
要
に

な
り
、
か
な
り
楽
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
な
ど
の
詳
細
デ
ー

タ
も
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
光
合
成
を
促
進
さ
せ
る
栽

現
場
の
声
を
聞
い
て
開
発

ハ
ウ
ス
内
の
環
境
が

一
目
瞭
然
の
シ
ス
テ
ム

農
家
の
負
担
は
軽
く

収
量
は
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い

培
方
法
な
ど
新
た
な
試
み
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

山
本
康
弘
さ
ん
が
目
指
す
の
は
、
地
域
の
よ
り
多
く

の
ピ
ー
マ
ン
農
家
で
「
ハ
ッ
ピ
ィ
・
マ
イ
ン
ダ
ー
」
を

導
入
す
る
こ
と
。
農
家
間
で
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
収
量
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
効
率
的
な
栽
培
方
法
を

研
究
で
き
る
と
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
「
ハ
ッ
ピ
ィ
・
マ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
り
、
少
し
で
も
農

家
の
方
の
負
担
を
減
ら
し
た
い
。
ま
た
、
デ
ー
タ
を
活

用
し
、
作
物
に
最
適
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
、

経
験
が
浅
く
て
も
安
定
し
た
収
穫
が
で
き
る
よ
う
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
研
究
員
の
山
本
さ
ん
は
語

り
ま
す
。

　

経
験
と
勘
に
頼
る
こ
と
も
多
か
っ
た
農
業
。
デ
ー
タ

に
基
づ
く
、
よ
り
高
度
な
農
業
の
実
現
に
向
け
て
、

「
ハ
ッ
ピ
ィ
・
マ
イ
ン
ダ
ー
」
が
一
役
買
っ
て
く
れ
そ

う
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
株
式
会
社
四
国
総
合
研
究
所
電
気
利
用
技
術
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http://w
w

w
.ssken.co.jp

これからの農業を
提案する

「ハッピィ・マインダー」で

四国電力グループの四国総合研究所は、電力・エネルギーから
バイオテクノロジーまでさまざまな分野で四国の技術開発の推進に取り組んでいます。
今回は、「作物栽培の負担をできるだけ軽減したい」、
「経験や勘だけに頼るのではなく、データとしてノウハウを蓄積したい」という
農家の方々の期待に応えるべく開発された、
栽培環境モニタリングシステム「ハッピィ・マインダー」をご紹介します。

データ収集ユニットは、センサユ
ニットの情報を収集・蓄積し、パ
ソコンやスマートフォンなどに現
在値やグラフ表示でデータを送る

「外出先でもスマー
トフォンでハウス
内の様子が分かる
ので安心です」と
山本さん

センサユニットは、室温・湿度・二
酸化炭素濃度・日射強度などの情報
を採取し、データ収集ユニットへ送
信する

四国総合研究所の山本敬司副主席研究員（左）とピーマンを栽培している農家の山本康弘さん

ハッピィ・マインダーの導入により、ハウス内を見回る回数が減り、
他の栽培方法の研究に時間が取れるようになったという山本さん

監視画面ではリアルタイムでハウス内の状況が分かる

太陽電池ユニット
（オプション）

室温、湿度
CO2
日射
など

（オプション）
カ
メ
ラ

3G端末

無線ネットワーク

センサユニット データ収集ユニット

自宅で

ハウス内で
（Wi-Fi接続）

外出先で

収集したデータのグラフ化や、各センサの現在値を
タブレット、スマートフォン、パソコン等で簡単モニタリング


